
 

 

2019年 11月 20日 【第 1159回】 

11月 20 日の卓話 11月 13日の出席率 11月 29日（金）の卓話 

 
「経営に活かす仏教の教え 

『六波羅蜜の前三  

布施・持戒・忍辱』」 

㈱おぼうさんどっとこむ 

代表取締役 林 数馬様 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員在籍者数       41名 

会員出席者数       30名 

会員欠席者数    11名 

本日の出席率     75.00％ 

前々回訂正出席率 76.92％ 

東京臨海西 RC創立 2周年記念例会 

臨海・臨海東・臨海西 3RC合同例会 

「パラボールリーグ協会設立経緯と目的、

第 1回パラボールフェスティバルの報告」 

一般社団法人パラボールリーグ協会 

副会長 那須 勇元様 

 ≪第 1158 回例会報告 2019 年 11 月 13 日≫ 

司会：柴田会員 

 
■点鐘：佐藤正樹会長 

 
■ロータリーソング斉唱「我等の生業」 

：ソングリーダー 櫻田委員 

■「四つのテスト」斉唱（歌） 

■「ロータリーの目的」 

東京臨海 RCVer.唱和：髙橋副会長 

 
■来賓・ゲストスピーカー紹介：佐藤正樹会長 

ゲストスピーカー 杉浦孝浩様（当クラブ幹事） 

■ビジター紹介：舛本会員 

 今井 博様（村社会員ゲスト） 

 古関俊祐様（佐藤大輔会員ゲスト） 

 
■11月のお祝い：親睦委員会 田村副委員長 

 
・会員誕生日 勝間田健一会員、櫻田誠一会員 

・奥様誕生日 坂本康朋会員夫人、村社研太郎会員夫

人、中村群一会員夫人、田村浩康会員夫人 

・結婚記念日 榎本隆文会員、白幡隆広会員、 

髙橋映治会員、白井正三郎会員、佐藤輝彦会員、

大澤成美会員 

・出席 100％ 8年……山田晃久会員 
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        3年……鈴木孝行会員 

・「誕生日の歌」：ソングリーダー：櫻田委員 

 
・１分間スピーチ：勝間田会員 

  お祝い有難う御座います。ラッキーなことに誕生

日当日は、陛下に即位祝賀パレードを行って頂き、

全国的にお祝いムードでした。さて、当クラブに入

会させて頂き、早２年半が過ぎました。皆様の優し

さと温かさに触れ、だいぶ馴染んでこれた気がしま

す。現在、家族とは楽しく、仕事は辛くともチャレ

ンジを楽しんでいます。他に唯一の楽しみと言えば、

皆様と共に時間を過ごすことになっているように感

じるこの頃です。より多くの時間を皆様と過ごせる

よう、今まで以上に仕事に熱を入れて頑張って行き

ますので、今後とも御指導のほど宜しくお願い致し

ます。 

 
■会長報告：佐藤正樹会長 

 
・入会式：伊藤丈史様 

①職業分類：空調設備工事業   

②推薦者：佐久間裕章会員・鈴木孝行会員   

③カウンセラー：佐藤大輔会員 

・入会挨拶 伊藤丈史会員 

  今日から入会させて頂くことになりました、伊藤 

 テクノ株式会社の伊藤丈史と申します。宜しくお願 

い致します。このような高貴な会に参加できたこと 

がすごくうれしくて、入会を決めた日は、佐久間裕 

章会員が朝から絶えず 16時に集合ということを言 

っていて、その後、鈴木会員をご紹介いただき、朝 

までお話させていただき、入会を決意致しました。 

その時に感じたのは、社会貢献をされている方たち 

は、自分の会社もしっかりされているし、尚且つ対 

外的に地位社会に貢献されていらっしゃるので、そ 

のような姿に憧れておりますので、皆様と一緒に貢 

献できるような会社に成長していきたいと思います 

ので、皆様、宜しくお願い致します。 

④所属委員会：会場監督委員会 

・第 1回パラボールリーグフェスティバルが 11月 8 日

（金）江戸川区球場にて、晴天の中開催されました。

参加の皆様、ご協力ありがとうございました。 

・指名委員会を本日例会終了後、例会場にて開催致し

ます。元会長の皆様は、ご出席お願い致します。 

■幹事報告：杉浦幹事 

・11 月 29 日（金）は、子クラブである東京臨海西 RC

の創立記念例会にあたりますので、東京臨海 RC、東

京臨海東 RC、東京臨海西 RC の 3RC 合同例会です。

出席人数を臨海西ＲＣへ連絡致しますので、 

 出席の有無を本日までにお知らせ下さい。例会時間

は、12：30～1：30です。 

・理事役員会を本日、指名委員会終了後 1：55より 3

階「藤の間」にて開催致します。 

・ガバナー月信 11月号は、10月 31日に会員皆様へメ

ール送信しました。 

・11月のロータリーレートは、1ドル＝108円です。 

 
■委員会報告 

・プログラム構成委員会・会報担当（勝間田委員長） 

 本日より家庭集会が始まります。サブリーダーから

指名された書記の方は、家庭集会の報告を週報に掲

載させて頂きますので、家庭集会終了後１週間位を

目安に、議事録と写真を１枚添えて、東京臨海 RC事
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 務局宛、メールにて送付下さるようお願い致します。 

・社会奉仕委員会（坂本康朋副委員長） 

 第 2580地区からの連絡です。東日本大震災被災地復

興支援「気仙沼視察」の予告案内です。 

 2020 年 3月 26日（木）・27日（金）にて、いまだ続

く気仙沼市内の区画整理、防潮堤工事の視察や、震

災前の売り上げに戻すことに苦労されている水産加

工会社へのヒアリングとともに、気仙沼南 RCの皆様

と親睦を深める予定です。現地集合・現地解散で、

宿泊は、気仙沼市内（地区にて予約）、参加費約 2万

円です。正式な案内は、2020 年 1月上旬を予定され

てるとのことです。 

・オレンジボール担当（坂本康朋副委員長） 

 東京臨海 RC 旗争奪江戸川区学童オレンジボール大

会が、11 月 10 日（日）始まりました。開会式に参

加頂いた皆様、ありがとうございました。順調に進

みますと閉会式は、11 月 23 日（祝・土）を予定し

ておりますが、日程変更の可能性もあります。 

■出席状況報告：地引委員 

⇒詳細 1 頁バナー下に掲載。 

■ニコニコ BOX報告：白幡会員 

(ご意向)本日の財団卓話、宜しくお願いします。みな

さまのご浄財をお待ちしております。：杉浦地区補助

金副委員長 

(ご意向)杉浦様、本日のロータリー財団の卓話、宜し

くお願いします。：佐藤正樹会長、髙橋副会長、 

村社会員、須藤会員、佐藤裕章会員、今井会員、 

入澤会員、白幡会員、斉藤会員、酒井会員、柴田会

員、佐久間栄一会員、田村会員、山田会員、田中会

員、篠塚慎之介会員、笹本会員、白井会員、大西会

員 

(ご意向)お誕生日のお祝いを頂きありがとうございま

す。：勝間田会員 

(ご意向)佐藤正樹会長、結婚記念日にお花を頂きあり

がとうございます。：榎本会員 

(ご意向)今月の妻の誕生日に、綺麗なお花を頂きあり

がとうございます。：中村会員 

 
■卓 話（紹介者：司会 柴田会員） 

 

「ロータリー財団卓話」 

国際ロータリー第 2580地区  

補助金委員会副委員長・財団資金管理委員会委員 

東京臨海ロータリークラブ幹事  杉浦孝浩様 

 

本日、ご出席者数も多く、沢山のパスト会長もいら

っしゃいますので、是非、多くのご協力を頂きたいと

存じます。まずはポリオ撲滅活動についてですが、今

年の世界ポリオデーでＷＨＯは 3 型の野生ポリオウィ

ルスが根絶されたことを発表致しました。これは人類

の歴史的偉業であります。ポリオ常在国やハイリスク

国でのワクチン投与活動や日本を含む、他の国々での

募金活動にご尽力していただいている方々のおかげで

あります。今年の野生型ポリオ発症件数は９４件あり、

内訳としては、パキスタンが７６件、アフガニスタン

が１８件で、全て未だ根絶されていない 1 型のもので

す。ナイジェリアは３年間発症がありませんので、近々、

根絶が宣言される予定です。まだまだ時間がかかるこ

とですが、これからも皆様のご協力をお願い致します。 

続きまして、財団についてお話致します。財団プロ

グラムは３つあります。ポリオ根絶、ロータリー平和

フェローシップ、前年度の寄付総額は、４億１４７０

万ドルで、１２０万人が協力すると大きな数字となり

ます。また、支出の総額は、３億２８００万ドルで、

全体の９２％が財団活動とその運営費に使われており

ます。財団はチャリティナビゲーターから１１年連続

で最高評価の４つ星を獲得しております。この評価は、

寄付金が効果的にプログラムに活用され、健全なガバ

ナンスが保たれているとお墨付きをもらっているとい

うことです。ウェブサイトで常に閲覧できる状態とな

っております。続いて、ロータリー平和フェローシッ

プですが、こちらは、世界平和の開発の担い手となる

人材を育てるための奨学金のプログラムとなっており

ます。地球上に６か所ある提携の大学内にロータリー

平和センターを設け、学生に奨学金を提供します。そ

のうちの一つが、東京都にあるＩＣＵ大学です。ＩＣ

Ｕでは毎年１０名が来日し、修士号取得を目指してい

ます。ＩＣＵ周辺の地区がホストエリアとなります。

皆様のご寄付が学生の生活と学びを支えています。さ

て、２００２年から開始された比較的新しい活動です

が、１０年余りで約１２００名の人材を輩出して参り

ました。その多くは、国連や世界銀行といった国際機

関や、草の根のＮＧＯなどでリーダーシップを発揮し

ております。平和奉仕の分野で３年から５年の経験が

ないと申請できないのですが、２０１９－２０２０年

は１００名の枠に対して７００名の応募がありました。 

次に補助金についてご説明させていただきます。２０

１０－２０１１年から２５８０地区では始まりました。

すでに６６クラブが地区補助金制度を一度以上利用し

ております。補助金は当地区の会員の皆様が財団に寄

付したものが原資で、寄付の約半分をその地区で使う

ことができます。補助金は地区補助金とグローバル補

助金の２種類あり、どちらも人道的プロジェクトと、

奨学金に使うことができます。奨学生は地区ロータリ

【23 件 49,000円 今年度累計 825,000 円】 
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 ー財団委員会が募集や選考を行っております。各クラ

ブでは人道的プロジェクトの実施が期待されています。

二つの補助金の基本的な条件ですが、グローバル補助

金は実施国と援助国のロータリーが共同で実施し、総

額３万ドル以上のプロジェクトとなっており、ロータ

リー活動の３つの分野が該当する活動でなければなり

ません。一年中いつでも申請が可能です。地区補助金

は、一年以内に完了する活動でクラブ単独で実施でき

ます。地区補助金についての内容は財団の使命に沿っ

たものでなければなりません。申請受付期間は７月か

ら９月です。地区補助金支援額の上限は、６０万円で

総額の８０％となっております。 

次に寄付に関してご説明致します。２０１７－２０

１８年度の当地区の寄付総額は、６９万ドルでした。

２０１８－２０１９年は４月の段階で既に６２万ドル

です。平均寄付目標額は、２３０ドルです。皆様、宜

しくお願い致します。４つの項目に分けて寄付頂きま

す。地区大会での表彰などもございます。東分区では、

会費と共に寄付を受け付けるクラブが多いようです。 

最後に、ポール・ハリス・ソサエティという認証につ

いてですが、ロータリー財団（年次基金かポリオプラ

ス基金）に毎年１０００ドル以上寄付下さる方を認証

する制度です。現在、日本には、８７１名のポール・

ハリス・ソサエティがいらっしゃいます。１０年続け

ると、メジャードナーとなります。 

以上、ロータリー財団からの卓話でした。皆様、ご 

寄付の程、宜しくお願い致します。本日は、ご清聴あ

りがとうございました。 

 

■点鐘：佐藤正樹会長 

 

 

 
 

貴方の会社、もしくは貴方の仕事の「目的・目標」 

を、各４６文字以内で教えて下さい。 

 

地引 智明 会員 

 

会社の「目的」 

初期投資を抑えた飲食店の 

買食を通じて人に喜んで頂く店舗経営 

各店舗、原価率、利益率を常に考えた経営 

 

会社の「目標」 

喜ばれる接客や商品の提供 

従業員が働きやすい環境作り 

明るく元気よい接客を目指し、従業員の教育 

 

ご協力、有難う御座いました。 

 

 

 

 

 

 
 

令和元年１１月８日(金) 

雲一つない穏やかな秋晴れの中、 

一般社団法人パラボールリーグ協会が主催する、 

記念すべき、「第１回パラボールリーグフェスティバル」

が開催されました。 

 

心身にハンディキャップのある方々が、 

約 140名（12 ﾁｰﾑ）参加し、競技を楽しまれました。 

 

 
 

東京臨海ＲＣ・東京臨海東ＲＣ・東京臨海西ＲＣは、

共催し、当日は多くの会員が参加致しました。 

 

開催場所：江戸川区球場 

後  援：江戸川区 

江戸川さんしょうがいフォーラム 

一般社団法人 少年軟式野球国際交流協会 

公益財団法人 京葉鈴木記念財団 

一般社団法人 京葉鈴木政経塾 

協  賛：日本マクドナルド株式会社 他多数 

 

■開会式 

 

 
 

 

 

第１回 パラボールフェスティバル 

会員インタビュー 
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■開会のご挨拶 

 

 
一般社団法人 パラボールリーグ協会 鈴木孝行会長

（当クラブ・クラブ奉仕委員長） 

 

 
江戸川区 斉藤猛区長 

 

 
一般社団法人 パラボールリーグ協会 井上昌友理事長 

 

 

 

 

 
一般社団法人 ﾊﾟﾗﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ協会 杉啓衣子副理事長 

 

■始球式 

 
ピッチャー： 江戸川区 斉藤猛区長 

バッター： 一般社団法人 ﾊﾟﾗﾎﾞｰﾙﾘｰｸﾞ協会 

        杉啓衣子副理事長 

キャッチャー： 東京臨海ＲＣ 佐藤正樹会長 

 

 

■試合開始 

 

 
試合開始前に整列して挨拶 

 

 
試合風景 
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外野エリア(ふれあい広場)【販売・展示ｿﾞｰﾝ】 
 

 
記念品 

 

 
記念品贈呈 

 

 
試合後の集合写真 

■参加ＲＣ会員 感想 

 

・佐藤正樹会長 

皆様、本日もありがとうございました。素晴らしい

取り組みに東京臨海３クラブ(Ｒ３)で参画できたこと、

誇りに思っております。楽しんでいた選手の皆さんと

触れ合えたことが嬉しかったです。 

 

・田村会員 

皆様、大変お疲れ様でした。仕事で最後まで居られ

ずにすみません。初の試みでも、参加してくれた選手

たちの笑顔と、あんなに一所懸命に走る姿を見せても

らえて良かったです。感動です。臨海クラブの新しい

奉仕活動が、またひとつ増えたのも、とても嬉しく貴

重な経験でした。鈴木クラブ奉仕委員長には、いつも

何かとご支援を賜わり、クラブに大きな刺激を頂き、

誠に有り難うございます。深く感謝申し上げます。 

 

・佐久間裕章会員 

本日参加の皆様、本日は大変お疲れ様でした。最後

まで参加できませんでしたが、凄く盛り上がってたと

思います。障害者と健常者の共存共栄社会の実現のき

っかけになると思っております。今後共よろしくお願

い申し上げます。 

 

・小松会員 

本日はお疲れ様でございました。途中からの参加に

なり大変恐縮でございますが、パラボールフェスティ

バルに参加させて頂いて、私自身楽しい時間、又自分

の在り方について考えることが出来た時間になりまし

た。今後もロータリークラブを通じて、微力ながらで

はございますが社会貢献していきたいと思います！今

後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

 

・井上会員 

本日は貴重な経験にて、大変勉強になりました。最

後の球場内での団結に感動しました！今後とも宜しく

お願い致します！ 

 

・舛本会員 

本日は貴重な機会に立ち会わせて頂き本当にありが

とうございます。とある女性の参加選手が、泣きなが

らグラウンドを後にする姿を見ました。上手にボール

を打てなかったことがその原因です。その瞬間、彼女

の志の高さに心を打たれたのと同時に、彼女ほど目の

前のことに真剣勝負出来ていない自分の未熟さも痛感

し、色々な想いが去来して涙が出ました。僕らは彼ら

の「技術的」に出来ないところをお手伝いすることで、

僕らにない（あるいは忘れてしまった）「能力」を彼ら

から頂く。こんなにも対等な関係性が他にあるのでし

ょうか。この価値は何にも図りきれないものであり、

これからも２回・３回とは言わず、１０回・２０回・

５０回・１００回と続くよう、お役に立ちたいと考え

ております。 



 

 

VOL.26-No.15 

 

  

・勝間田会員 

皆様、お疲れ様でした！参加者皆様の笑顔が見られ

て、とても良かったです。貴重な経験をさせて頂き有

り難う御座います。第２回３回と続けて行ければ最高

ですね。少しでもお役に立てれば幸いです。 

 

・篠塚慎之介会員 

 本日は、貴重な体験をさせていただきありがとうご

ざいました。参加者の皆さんの笑顔がとても印象的で

した。次回も宜しくお願い致します。最後まで居られ

ず申し訳ございませんでした。 

 

・東京臨海西ＲＣ 三橋会員 

３クラブの皆様、本日は大変、お疲れ様でした！ 

Ｒ３の皆様と時間を共に過ごせた事、心より感謝致し

ます。今後のロータリー活動も微力ながら皆様と共に

頑張っていきたいと思います。これからも宜しくお願

いします。 

 

・東京臨海ＲＣ事務局 佐藤安藝子 

第１回パラボールリーグフェスティバルに参加させ

て頂きありがとうございました。競技に参加している

皆さんの笑顔やいつも以上の力を出しての走りをみて、

この場に居られたことに感謝し、こちらの気持ちが洗

われたような気がしました。第１回パラボールリーグ

フェスティバルの成功、おめでとうございます！ 

 

 
大会終了後の３ＲＣ集合写真 

 

■お礼状 

 

一般社団法人 パラボールリーグ協会 那須勇元副会長 

 

大変お世話になり有難う御座いました。ロータリー

クラブの皆様のご支援により、参加頂いた皆様の多く

の笑顔に触れ、心が晴れ晴れしました。もっと充実し

た内容とすべく次回に向けて準備をさせて頂きたいと

思います。 


